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　本研究で着目したSCGB3A2 Type AのC末端側アミノ酸配列は、in vitro
においてSCGB3A2タンパク質と類似の効果を示し、in vivoにおいては抗
炎症効果を示した。このことから、将来的に呼吸器疾患のペプチド薬とし











【緒 言 】 腸 上 皮 や 免 疫 細 胞 に 多 く 発 現 し て い るNLRP6（NOD-like 




















































































































































































































































































































毒性濃度以下であった。剪断強度はPure Tiで1.19MPa, 2Mn-Tiで1.83MPa, 
6Mn-Tiで2.55MPaであり有意差を得られなかったが、Pure Tiよりも高
かった。これは、マンガンイオンの効果であると考えられる。剪断試験後
のインプラント表面付着物分析を行ったところ、Pure Tiでは微小な塊状、
Mn-Tiからは膜状の物質が見られ、これら物質にはリン酸に相当するラマ
ンスペクトルが検出された。このことから、塊状物と膜状物は新生骨の一
部であると考えられる。インプラントの骨接着性は埋入期間に依存するた
め、８、12週については今後データを取得する予定である。
　
－143－
【演題番号15】
深達性皮膚創傷に対するMg２＋及びZn２＋イオン放出型セラミックス粉末の
治癒効果
○佐藤紀帆＊，山本　修＊＊（＊山形大学工学部化学・バイオ工学科，
＊＊山形大学大学院理工学研究科）
【緒言】創傷治癒は止血期、炎症期、増殖期、再構築期の連続した過程か
らなり、様々な酵素の働きで進行する。そこで、酵素の補因子に着目し
た。創傷治癒に関与する酵素の１つである亜鉛依存マトリックスメタロプ
ロテアーゼ（MMPs）は、炎症系細胞により産生されるタンパク質分解酵
素であり、その活性部位にZn２＋イオンの結合部位がある。MMPsは細胞
外マトリックスを分解し、血管新生にも関与している。一方、Mg２＋イオ
ンは血管内皮細胞の増殖を促進することが知られているため、血管新生を
促進し、炎症の長期化による線維化を抑制すると推測される。本研究では 
Mg２＋及びZn２＋イオンを持続的に放出するセラミックスの合成方法を確立
し、ラットモデルを用いた深達性皮膚創傷に対する治癒効果を検討するこ
とを目的とした。
【実験】0.025Mの硝酸亜鉛水溶液200mL に５Ｍの水酸化ナトリウム水溶
液25mLを加え、テトラヒドロキソ亜鉛酸を調製した。そこに0.1Mの塩化
マグネシウム水溶液50mL を滴下し、白色沈殿物を得た。沈殿物の洗浄・
遠心分離を繰り返し、70℃で24時間乾燥させ、白色の粉末試料を得た。得
られた粉末を乳鉢で粉砕し、動物実験で用いる試料を得た。粉末特性評価
として、結晶構造解析、元素分析、質量分析、熱重量-示差熱分析を行っ
た。動物実験では、山形大学動物実験委員会承認の下、麻酔下におかれた
ラットの両腹側部に直径8.5㎜の皮膚全層欠損を作成した。Control群は医
療用の創傷被覆材のみを適用し、Sample群はセラミックスを0.005g塗布後、
医療用創傷被覆材を適用した。創傷作成後１～４週間を経過観察期間とし
た。皮膚摘出後、組織染色に加えて組織観察および新生血管数の計測、創
傷残存率の算出により創傷治癒効果を評価した。
【結果と考察】試料の結晶構造解析の結果、周期的な回折ピークが検出
されたことから、層状化合物であると推測された。試料には、亜鉛に対
し２倍量のマグネシウムが検出され、粉末から溶出したイオンの濃度は、 
Zn２＋イオンに対して233倍のMg２＋イオンが検出された。HE染色による組
織観察から、治癒２週において両群ともに上皮化が認められたが、真皮層
下の結合組織はControl群が未熟であり、Sample群では明確な結合組織が
観察された。治癒４週では、Control群に食細胞が観察されたが、Sample
群には線維芽細胞のみであった。新生血管数の平均値は、Control群では
治癒期間に関わらず４個程度であり、Sample群では治癒１週で15個程度、
その後治癒期間の増加に伴い減少した。MT染色の結果、２週でSample群
では高密度で配向性のあるコラーゲンが見られたことと新生血管の発現挙
動から、合成材料には良好な皮膚再生効果があると考えられた。
【演題番号16】
マウスを用いた恐怖条件づけ学習
○倉増太郎，○齋藤　頌，○永井貴之，○宮本　開，藤原浩樹，
藤井　聡（山形大学医学部生理学講座）
　恐怖反応は速やかに学習され、長期にわたり記憶される。恐怖記憶の獲
得、消去、想起に関係する行動学習は容易に測定することができる。また、
恐怖記憶は種々の精神疾患にもつながり、消去学習が行われないことは心
身のストレス状態に影響を与える。したがって恐怖記憶の獲得や消去学習
の神経回路メカニズムを明らかにすることは恐怖関連疾患に対する治療法
を開発するうえで重要であると考える。
　本実験では、マウスに対して恐怖刺激を与えて、マウスの恐怖刺激の学
習を調べた。
　被験体はマウス（C57Bl/6）を用いた。飼育環境は24℃、12/12時間の
明暗サイクル（午前６時の点灯）で維持した。
　食餌と水は自由摂取状況下で飼育し、実験に先立ってすべての被験体は
ハンドリングを経験した。山形大学動物実験倫理規定に従い実験を行った。
　実験装置は米国MED社製のオペラントチャンバー、インターフェース
Box、電源装置、電気刺激装置、制御用パソコン、行動記録装置を用いた。
　実験方法は、１日目に条件づけを行う前の環境に慣れさせるために
Shaping期間を設けた。２日目に光刺激CSと電気刺激USを対呈示する条
件づけを行った。その時は10秒CSを行った後に0.5秒間1mAでUSを行った。
３日目はShaping期間を設けた。４日目はCSのみ呈示する消去期間を設け
た。
　オペラントチャンバー内には環境を一定にするための70db以上のホワ
イトノイズを発生させるスピーカーを設置した。また、CS呈示用のライ
ト、US呈示用の電気刺激用金属グリットも設置した。電気刺激用金属グ
リットはW：24.1cm×L：29.2cmの大きさで、Φ２mm×24.1cmの金属棒
を15mm間隔にした。
　結果、CSとUSの対呈示する条件づけでは、試行回数を重ねるごとに
Freezingの割合が増加する傾向にある。このことから、各群は恐怖学習を
獲得することができた。
　恐怖条件づけの実験では恐怖記憶の獲得及び恐怖記憶の消去が確認され
た。本研究は、マウスの脳における恐怖記憶に関する部分を調べる実験を
行うための恐怖条件づけの操作を確かめるものであり、実際に恐怖条件づ
けを確認することができた。今後はKOマウスを用いて比較実験を行うこ
とにより、脳における恐怖記憶に関する部分の検証を行っていきたい。
